
(
1
5
8
)

第
2
5
1
0
地
E
	
第
1
1
グ
ル
ー
プ

2
0
0
2
～
0
3
年
度

国
際
□
―
タ
リ
ー
・
テ
ー
マ

2
0
0
2
～
2
0
0
3

ムヽ
ト

い
S
・

マ

lヽ
e
e
d
iグ
′

・
(
ι
ケン
で

本
に
推
薦
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
語
を
勉
強
中
で
す
。
英
語
と
中
国
語
は
.
で
き
ま
す
。

是
非
.
お
ね
が
い
し
ま
す
。

国
際
間
の
緊
張
や
国
際
理
解
が
必
要
な
今
日
.
ま
た
2
1
世
紀
は
ア
ジ
ア
の
時
代
と
い
わ
れ
る
今
日
、

国
際
理
解
・
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
な
時
代
は
迫
っ
て
い
ま
す
。

L
e
t
'
s
	
_
A
c
t
	
w
i
t
h
	
o
u
r
	
h
e
a
r
t
f
u
l
	
C
a
r
e
S
―
f
O
r
	
R
o
t
a
″
・
D
r
e
a
m

B
y
	
O
u
r
	
R
o
t
a
r
y
	
S
e
n
′
i
c
e
s
,
	
t
h
e
	
v
a
l
u
e
	
o
f
	
1
0
,
0
0
0
	
y
e
n
	
i
n
c
r
c
s
c
	
1
0
-
f
o
l
d
	
a
n
d

2
0
-
f
o
l
d
	
i
n
	
t
h
e
	
o
t
h
c
r
	
c
o
u
n
t
r
i
e
s
	
I

(
日
本
の
1
万
円
の
価
値
は
、
1
0
倍
・
2
0
倍
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
心
・
夢
を
提
供
し
ま
す

)

(
会
報
担
当
者
:
成
口l
	
	
中
委
員
長

)

◎
3
月
5
日
出
席
報
告

員
r
(

4
7
名

出
席
率
対
象
会
員

4
5
名

出
席
規
定
免
除
会
員

2
名

出
席
率
規
定
免
除
会
員

1
名

2
8
名

当
	
日
	
欠
	
席

1
7
名

他
ク
ラ
ブ
出
席

5
名

3
3
名

出
席

事
7
3
.
3
3
%

_ヽ
′

ヽ
′

2
0
0
2
～
0
3
年
度

国
際
□
―
タ
リ
ー
会
長

ピ
チ
ヤ
イ
。
ラ
タ
ク
ル

慈
愛
の
種
を
播
き
ま
し
ょ
う

小
笠
原
	
孝
会
長
テ
ー
マ
	
『
仲
間
を
増
や
し
□
―
タ
リ
ー
を
広
め
よ
う
′
』

ヽ
′

●こ
４１■

●ヨ
４日●

第
〃ヽ

例
会
》
第
3
5
号

3
月
2
9
日
(
土
)

「
予 多
動
1
1
1
1
針
」
ホ
テ
ル
丙
館
ロ
イ
ヤ
ル
	
1
3
時
3
0
分
～

「
l
,
M
・
」
(
函
館
R
.
C
.
担
当
)
ホ
テ
ル
函
館
ロ
イ
ヤ
ル
	
1
1
時
点
鐘

★会
長	
小
笠
原
孝
	
	
★幹
事
	
増
田
定
雄

例会場
:
函
館
国
際
ホ
	テ

|
サ

例会
日
:
毎
週水罹
日
1
2
:
3
0
～
1
3
Ю

〒
0
4
関
脳
函
館
市
大
手
町
5
-
1
0

事務局
1
函館
市 大手町

5
・
1
0
ニ
チ
|
]
ビル
4
F

函
館
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
報

T
h
e
	
W
e
e
k
l
y
	
R
e
p
O
r
t
	
o
f

H
a
k
o
d
a
t
e
	
N
o
r
t
h
	
R
o
C
.

）ＶＩ

本
国
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ロ
ー
タ
リ
ー
よ
も
や
ま
話
し
」

地
区
情
報
委
員
長
	
亀
井
	
敏
清
氏

(
函
館
R
.
C
.
)

次
口
・
4
月
2
日

プ
ロ
グ
ラ
ム

|
:
[
2
3
‐
5
1
5
1

1
[
[
2
3
・
3
8
7
0

当
	
日
	
出
	
席

出
席

合
計

。
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
…
ビ
ス
(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
i
7
0
番

V

電
■

ヽ
慶
賢

●

磯
0

3
月
1
9
日
	
松
見
	
修
ニ
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

ロ

ロ



(
1
5
4
)

◎
幹
事
報
告
	
増
固
	
定
雄
幹
事

〇
会
員
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
異
議
の
中
し
立
て
の
あ
る
場
合
は
3
月
2
5
日
ま
で
に
書
面
に
て
理
事
会

へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

0
4
月
の
定
例
理
事
会
を
4
月
2
日
例
会
終
了
後
開
催
致
し
ま
す
。

O
当
ク
ラ
ブ
次
週
の
例
会
は
2
9
日
(
土
)
に
変
更
し
、
′F
後
1
時
3
0
分
よ
リ
ホ
テ
ル
函
館
ロ
ィ
ヤ
ル
に

て
行
い
ま
す

O
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
函
館
主
催
の
3
0
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
入
場
券
が
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
ご
希

望
の
会
長
は
整
理
券
を
お
持
ち
下
さ
い
。

O
本
日
の
会
報
の
次
週
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
開
催
場
所
と
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
名
が
間
違
つ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、

ご
訂
正
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

2
0
0
2
～
2
0
0
3
〈
第
1
9
1
1
回
例
会
〉
第
3
4
号

3
月
1
9
日
の
記
録

◎
司
	
	
会
	
小
笠
原
	
孝
会
長

◎
斉
	
	
唱
	
奉
仕
の
理
想

◎
委
員
会
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長
エ
レ
ク
ト

会
長
エ
レ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
報
告

◎
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

松
見
修
_
ガ
バ
ナ
ー
補
佐

◎
親
睦
活
動
委
員
会

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告
	
増
山
	
	
!
[
委
員
長

小
笠
原
会
長
…
…
3
0
X
に
協
力

.

増
田
	
幹
事
…
…
	
	
〃

今
井
	
会員
ⅢⅢ
'
.
財団
セ
ミナ
ー
に参加
して
き
ま
した。

松
見
	
会員
“ ⅢⅢお久

しぶ
りです。

V

‐

O
第
4
・
5
グ
ル
ー
プ
の
I
.
M
.
第
9
グ
ル
ー
プ
の
I
.
M
.
I
こ
出
席
し
て
来
ま
し
た
。

0
3
月
1
2
日
の
札
幌
の
ヮ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て
来
ま
し
た
。

久
保
田
博
会
員
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

‐
―
―
―
―

“

V

(
1
5
7
)

が
、
ア
メ
リ
カ
と
の
繋
が
り
も
あ
る
。
産
油
国
。

〈
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
3
4
0
0
地
区
〉
R
O
t
a
r
y
	
C
l
u
b
	
Y
o
g
y
a
k
a
r
t
a
	
T
a
m
a
n
n
s
a
r
i

(
会
員
数
1
9
名
)
ぬ
5
0
4
8
4
認

証

ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
に
は
6
つ
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
が
あ
り
ま
す
。
2
つ
の
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト

も
あ
り
ま
す
。
一
番
古
い
ク
ラ
プ
は
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
す
。
(
2
3
名
ほ

ど
の
会
員
が
お
り
、
創
立
は
1
9
8
0
年
で
す
。
)
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
っ
と
も
古
い
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

は
.
R
.
C
.
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
1
9
7
0
年
創
立
で
会
員
数
3
2
名
で
す
。

〈
活
動
内
容
〉

テ
ニ
ス
を
通
じ
て
新
入
会
員
を
勧
誘
す
る
た
め
の
、
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ
を
も
つ
て
ま
す
。

年
齢
層
は
3
8
-
4
8
歳

で
す
。	
7
名
の
女
性
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。	
2
0
ペ
ー
ジ
か
ら
な
る

会
報
を
だ
し
て
お
り
、	
3
4
0
0
地

区
で
4
度
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

8
つ
の
職
業
奉
仕
の
宣
誓
を
通
じ
て
、
社
会
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。

1
.
地
域
集
会
や
音
楽
会
を
通
じ
て
、
資
金
を
あ
つ
め
ま
す
。

2
.
Y
a
y
a
s
a
n
	
P
e
n
d
i
k
a
n
	
H
a
r
t
i
i
と
い
う
教
育
財
団
を
も
っ
て
ま
す
。
選
ば
れ
た
子
供
の
中
か

ら
何
人
か
大
学
ま
で
援
助
し
た
い
と
お
も
っ
て
ま
す
。
M
	
G
	
1
2
7
2
7
を
し
て
ま
す
。

3
.
孤
児
院
の
た
め
の
M
C
,
	
2
0
9
4
1
は

オ
ラ
ン
ダ
が
ス
ポ
ン
サ
ー
で
す
。

4
.
他
の
都
市
と
の
共
同
で
“デ
ン
グ
熱
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
'
.
を
行
っ
て
い
ま
す
。

資
金
は
、
ア
メ
リ
カ
5
4
0
0
地
区
の
3
H
グ
ラ
ン
ト
か
ら
支
援
さ
れ
て
ま
す
。

5
.
貴
ク
ラ
ブ
に
、	
1
、
貧
困
層
喉
頭
が
ん
患
者
へ
の
プ
ラ
ン
ト
移
植
M
G

2
、
高
齢
者
集
中
身
体
検
査
の
M
G

3
、
図
書
館
へ
の
設
備
・
図
書
の
寄
付

4
、
交
換
学
生
の
Y
E
P

等
を
お
願
い
し
た
い
。

特
に
、
交
換
留
学
生
の
高
校
生
を
一
年
で
き
ま
せ
ん
か
。
候
補
者
が
い
ま
す
。
日
本
の
文
化
を

学
び
将
来
役
立
て
た
い
。

写
真
を
お
く
り
ま
す
。
中
華
系
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
で
女
性
で
す
。

M
I
S
S
,
	
L
I
S
A
で
す
。
4
人
姉
妹
の
長
女
で
す
。
し
つ
は
、
私
、

L
I
N
0
0
A
の
む
す
め
で
す
。
今
年
、
試
験
を
う
け
ま
し
た
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ
り
1
名
し
か
日

V



◎
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ヤ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
.
C
.
と
の
交
流
の
経
過
報
告

北
村
	
祐
治
副
会
長

「
度
1
年
前
、
R
.
1
.
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
リ
ア
ク
セ
ス
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ロ
ー
タ
リ
ー
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
E
―
m
a
i
l
を
お
く
り
ま
し
た
。
早
速
、
英
文
で
私
の
質
問
に
答
え
た
返
信
が
5
月

1
「
1
1
0
時
に

属
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
タ
ー
会
長
で
2
0
0
3
-
0
4
年
度
.
女
性
会
長
を
セ
ク
レ
タ
リ
ー
と
し
て
ア
シ
ス

ト
す
る
P
H
.
F
の
M
r
.
L
i
n
g
g
a
(
1
9
歳
)
で
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
か
の
E
―
m
a
i
l
の
後
マ
ッ
チ
ン
グ

グ
ラ
ン
ト
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
小
笠
原
会
長
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。
時
期
.
尚
早
と
言
う
事
で

否
決
に
な
り
ま
し
た
。
8
月
私
の
娘
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
く
事
に
な
り
、
こ
の
ク
ラ
ブ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
.
C
.
を
8
月
9
日
に
訪
問
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
.
8
月

1
9

日
に
例
会
に
訪
間
さ
せ
、
2
0
0
0
円
の
ニ
コ
ニ
コ
を
さ
し
あ
げ
て
き
ま
し
た
(
バ
ナ
ー
交
換
)
.

(
1
5
6
)

ま
た
、
2
0
0
3
年
1
月
1
8
日
の
定
例
例
会
に
再
び
訪
問
し
、
北
村
個
人
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育

支
援
金
(
T
h
e
	
u
n
f
O
"
u
n
a
t
e
	
c
h
‖
d
r
e
n
	
t
O
	
p
a
y
	
t
h
e
i
r
'
0
0
8
,
t
r
O
u
g
h
	
H
A
R
m
財

団
)
と
し
て

.
・1
0
0
万
ル
ピ
ア
(
約
1
5
,
0
0
0
円
)
'
'
を
寄
贈
し
受
領
書
を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
三
度
の
訪
間
の
写
真

が
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
タ
マ
ン
サ
リ
R
.
C
.
の
会
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
を
報
告
し
ま
す
。

ま
た
、
す
で
に
バ
ナ
ー
の
交
換
も
済
ん
で
い
ま
す
。
彼
ら
は
交
換
情
学
生
や
、
姉
妹
提
携
も
望
ん
で
い

ま
す
.
(
ジ
ャ
カ
ル
タ
よ
り
飛
行
機
で
3
0
分
程
の
中
部
ジ
ャ
ワ
の
古
い
都
で
す
。
)

現
在
、
貧
困
膚
の
図
書
支
援
の
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
“現
地
調
査
と
写
真
"
は
取
得
済
み
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
ョ
ン
提
携
ク
ラ
プ
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

(
2
5
1
0
地
区
で
は
R
.
I
の
1
0
0
周
年
を
記
念
し
て
海
外
と
の
双
子
ク
ラ
プ
の
創
設
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。
)

2
0
0
3
-
0
1
年
度
会
長
	
M
r
s
.
P
H
F
	
Y
u
h
a
n
a
	
l
n
d
a
h
	
K
u
s
u
m
a
	
D
e
w
i

幹
事
長
	
チ
ャ
ー
タ
ー
会
長
	
P
H
F
・
	
M
r
.
C
h
r
i
s
t
o
f
o
r
u
s
	
L
i
n
g
g
a
	
W
i
d
y
a
m
a
k
a
(
4
9
歳

)

く
メ
ン
バ
ー
構
成
〉

2
0
0
2
年
8
月
9
日
の
例
会
に
初
め
て
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
員
は
現
在
1
9
名
。

男
性
1
2
名
、
女
性
7
名
の
構
成
で
す
。
半
数
以
上
が
中
国
系
で
す
。
集
ま
つ
た
1
2
名
の
う
ち
、	
8

名
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
す
。	
4
名
が
イ
ス
ラ
ム

1
申
者
で
す
。
収
入
的
に
は
、
中
産
階
級
以
卜
で
大
き

な
家
に
住
み
.
お
手
伝
い
さ
ん
.
運
転
手
、

:
に
1
台
以
卜
を
所
有
し
ま
す
。
人
口
の
2
0
%
程
度
が
中

産
階
級
で
、
そ
の
半
数
以
上
が
中
華
系
で
す
。
ち
な
み
に
会
長
の
自
宅
は
立
派
で
す
。

ス
ボ
ン
サ
ー
く
ら
ぶ
は
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
M
a
t
a
r
a
m
R
C
で
す
。

1
9
9
7
年
6
月
4
	
f
l
創
立
。
当
初
2
5
名
。
毎
週
水
曜
I
I
・
1
9
時
3
0
分
よ
り
例
会

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
・
J
O
g
i
a
k
a
r
t
a
l
,
(
中
部
J
A
V
A
・
ポ
ロ
ブ
ド
ー
ル
遺
跡
の
近
く
・
ス
ル
タ
ン
エ
様

の
い
る
古
都
・
ス
カ
ル
ノ
・
ス
ハ
ル
ト
な
ど
歴
史
の
大
統
領
の
出
身
地
の
近
く
。
近
隣
の
県
と
あ
わ

せ
人
1
1
3
2
0
万
人
。
こ
の
市
は
人
口
4
0
万
人
位

)

イ
ン
ド
ネ
ン
ア
臨
2
の
目
立
大
学
C
a
,
a
m
a
d
a
U
n
i
v
e
r
■
t
y
が
あ
る
。

イ
ン
ト
ネ
シ
ア
は
、
人
口
2
億
1
0
0
0
万
人
位
の
大
国
で
あ
る
。
大
海
を
含
め
て
、
東
京
か
ら
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
及
ぶ
東
西
の
領
上
の
幅
が
あ
る
。
パ
リ
島
は
,
A
V
A
(
本
州
)
の
東
に
あ
る
ヒ
ン
ヅ
ー
教

の
島
。
大
き
な
島
は
、
ジ
ヤ
ワ
島
・
ス
マ
ト
ラ
島
・
ス
ラ
ウ
ェ
シ
ユ
島
・
イ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ジ
ヤ
な
ど

あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
教
の
国
民
(
8
7
%
)
が
多
い
が
、
穏
健
派
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
が
9
%
弱
・
ヒ
ン
ズ
ー
教

2
%
・
仏
教
1
%
。

永
い
問
オ
ラ
ン
ダ
の
植
民
地
で
あ
つ
た
1
9
4
9
年
1
2
月
独
立
。
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
流
が
お
お
い

(
1
5
5
)

0

V▼
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佐
々
木
会
員
…
…
B
O
X
に
協
力
。

久
保
1
1
1
会
員
…
…
	
	
″

紫
前
	
会
員
¨̈

欠̈
席
の
お
わ
び
で
す
。

鈴
木
	
会
員
…
…
B
O
X
に
協
力

.

西
尾
	
会
員
…
…
会
報
の
次
週
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
欄
が
ま
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ト
が

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
す
。

南
木
	
会
員
…
…
誕
生
月
の
お
祝
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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